
①小児がん医療連携体制整備事業 

   遠方の医療機関に入院及び通院することによる家族の負担増 （入院・通院に係る時間・面会・付添い等）        課題① 

小児・ＡＹＡ世代におけるがん対策推進事業について 

 

 ○ 本県の小児・AYA世代がん罹患者数は年間約９００人。 
 ○ 小児がんの治療に対応できる医療機関は限られている。 
 ○ 小児がん患者約３５％が県外の医療機関を受診している。 
 ○ 医療の進歩により、小児がんの治癒率が７０～８０％に向上   
 ○成長期に強力ながん治療を受けたことによる生殖機能の問題や 
   長期入院による教育や就労の問題の顕在化 
 

がん医療の現状 

        住み慣れた地域で治療を継続できるようになり、家族の負担を減らす 効果 

【ネットワーク参加医療施設：６病院】 
 ○県立小児医療センター 
 ○埼玉医科大学国際医療センター 
 ○埼玉医科大学総合医療センター 
 ○獨協医科大学埼玉医療センター 
 ○県立がんセンター 
 ○北里大学メディカルセンター 

患者紹介 患者紹介 

技術支援 

技術支援 

入通院 

入通院 

住み慣れた地域の 
近くにある 
小児がん治療病院 
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資料 ７ 



   就学や就職といったキャリア形成に係る支援の不足        課題 

②長期入院を要する高校生への学習環境整備事業 

      長期入院中の学習環境の整備 ⇒ 留年や退学の防止 効果 

在籍高校 けやき特別支援学校 

学習支援コーディネーター 
（相談支援、教員・学校・ 
病院を繋ぐ役割） 

 

病 院 
（小児医療センター） 

学習支援体制検討委員会 長期入院生徒の 
学習支援制度化 

教員（非常勤講師）が学習支援 
・治療計画の策定 

・学習計画の策定 ・病院に隣接 
・教員が常駐 

保健医療部 

・関係部局との調整 
・課題の整理検討 

退院・復学 
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   子どもを授かる可能性を残すことで、 
   希望をもってがん治療に臨むことができる 

効果 

③小児・ＡＹＡ世代の妊孕性温存支援事業  

  結婚や妊娠といったライフステージに係る支援の不足 課題 

手  術 

放射線療法 

化学療法 

卵
子
・精
子
へ
の
ダ
メ
ー
ジ 

妊娠の 
可能性の 
消失 

将来の不妊予防 

卵子や精子を 
事前に保存 保険適応外 

５万円～６０万円 

・妊孕性温存治療に係る費用の補助 
（２５万円上限、所得制限あり） 
・県民向け講演会、医療従事者向け 
 研修会の開催 
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